
【表】 ウエルフォームの新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）不活化作用

【図】 ウエルフォームの新型コロナウイルスに対する不活化作用

使用上の注意については裏面をご確認ください
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※3回測定を行った。　＊ ： 平均値±標準偏差で示した。

社内資料 ： ウエルフォームの in vitro 新型コロナウイルス不活化試験
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ASTM E1052に準じて、 抗ウイルス作用を評価した。 
ウイルス液1に対して試験品9の割合で混和後、所定時間（0及び15秒）に一部をサンプリングして
反応を停止し、反応液中のウイルス感染価をプラーク法にて測定した。

試験方法

ウエルフォームは作用時間15秒で感染価を検出限界の
1.00×103PFU/mL未満へ減少させた（減少率＞99.990%）。

試験結果

ウエルフォームの新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）
に対する不活化試験（in vitro）
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